
銀

E

倉
谷
村
ニ
又
村
よ
り
出
申
柚
五
人
分
手
間
銀
、
但
一
人
に
付
一
匁
三

分
宛
。
右
金
津
春
日
町
家
之
腰
に
御
座
候
松
木
第
昌
御
伐
-
骨
ma
御
用
一

子
の
十
月
廿
日
被
=
召
仕
-
候
手
間
銀
、
憶
に
請
取
入
品
川
相
渡
申
所
如
v

件。

金
海
古
蹟
志
巻
叶
四

穿
v
地
則
鍵
泉
縫
出
鴬
!
と
て
彼
の
温
泉
を
も
開
き
た
る
よ
し
記
載
せ

O
松

門

跡

奮
落
中
は
松
門
と
稀
し
、
往
来
脇
人
家
の
家
腰
K
.
松
樹
を
左
右
雨

脇
に
一
株
宛
栂
ゑ
あ
り
し
か
ど
、
後
に
は
東
側
一
株
の
み
と
成
り
居

た
り
。
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
金
津
遇
町
筋
町
割
書
に
、
容
日
町

松
の
木
よ
り
大
樋
口
橋
ま
で
廊
尻
町
二
十
一
問
、
但
し
宵
姓
地
也
。
と

あ
り
。
此
の
松
門
を
ば
春
日
町
と
大
樋
町
と
の
境
界
と
た
し
、
松
門

よ
り
彼
方
は
大
樋
町
と
稀
し
、
家
繕
き
た
れ
ど
も
元
郡
地
に
て
、
百

姓
相
鈎
鯖
地
た
り
。
金
津
市
中
は
、
松
門
を
ぽ
金
滞
市
中
の
街
尾
と

悲
し
た
る
が
故
K
.
沓
藩
中
は
藩
侯
の
江
戸
参
謝
・
蹄
闘
の
行
粧
は

勿
論
、
藩
士
の
放
行
に
も
松
門
迄
は
行
粧
を
張
り
、
松
門
よ
り
外
は

野
漣
の
欝
に
て
、
供
人
等
の
行
粧
を
み
だ
せ
り
。
是
園
初
以
来
の
奮

.
例
也
と
い
へ
り
。
按
や
る
に
、
年
代
摘
要
に
、
寛
文
六
年
山
上
村
よ

り
大
樋
村
ま
で
家
之
前
に
有
v
之
並
松
伐
除
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
寛
文

の
頃
ま
で
は
、
山
上
町
の
一
塁
塚
ま
で
家
の
前
に
並
松
を
植
ゑ
あ
り

し
と
聞
ゆ
。
改
作
所
萄
記
に
左
の
先
番
を
載
せ
た
り
。

先

唱'

• 
城
下
の
惣
門
は
、
萄
藩
中
は
市
中
の
緩
城
門
た
り
。
上
代
勝
国
司
赴

任
せ
し
頃
は
、
市
門
と
い
ふ
あ
り
。
此
は
園
府
の
惣
門
た
ら
ん
か
。
国

府
の
門
は
日
本
鍵
異
紀
に
・
取
昌
国
J

上
J

居
Z
床
之
端
居
・
徳
持
a
出
於

闘
府
門
外
吋
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
ま
た
市
門
と
い
ふ
も
の
は
、
政
事

要
略
傘
六
十
七
に
、
綿
一
式
。
市
門
倉
庫
闘
郡
厨
院
腸
家
等
類
不
v
稀
=
公

門
吋
但
園
都
・
臨
院
門
者
是
鏡
E

公
門
'
耳
。
と
あ
り
。
昆
陽
縄
鍛
に
‘
世

俗
問
答
に
云
ふ
。
む
か
し
は
一
町
の
う
ち
を
五
反
づ
L
わ
り
て
門
を

立
て
し
か
ば
、
八
つ
の
門
あ
り
と
た
り
。
そ
の
中
に
賎
が
家
を
つ
く

る
と
あ
り
。
是
に
て
我
が
固
古
は
関
門
あ
り
し
と
と
知
る
べ
し
。
と
い

へ
り
。
段
文
に
問
、
旦
門
也
。
と
見
h
、
周
砲
に
五
家
骨
F
比
。
五
比
骨
F

問
。
悶
侶
也
。
二
十
五
家
相
郡
侶
也
。
と
見
b
.
和
名
抄
に
、
銃
文

一
宮
。
間
底
二
音
。
文
選
師
稔
佐
皮
乃
加
止
。
里
中
門
也
。
と
あ
り
。

ゐ
も
ふ
に
右
い
に
し
へ
王
代
金
盛
の
頃
の
制
た
り
し
か
ど
、
中
古
王

政
衰
微
に
て
、
武
巨
大
に
園
都
を
悉
に
押
領
し
て
居
城
を
築
宮
、
城

下
に
市
塵
を
置
き
て
商
業
を
な
さ
し
め
、
之
を
城
下
の
市
街
と
す
。

布
は
足
利
将
軍
の
時
世
よ
り
起
り
て
、
明
治
駿
涯
の
際
ま
で
、
各
国

民
各
大
小
器
あ
り

τ、
各
披
下
市
街
を
構
へ
、
大
中
小
藩
に
依
り
て

市
街
の
戸
数
多
少
あ
る
の
み
た
ら
宇
、
共
の
制
度
各
藩
主
の
家
風
に

金
細
押
古
蹟
志
巻
叶
四

不
破
平
兵
衛
殿

痛
藤
摘
八
郎
殿

右
請
取
書
に
て
見
れ
ば
、
貞
享
一
万
年
の
頃
ま
で
倫
此
春
日
町
民
並
木

の
残
h
r

居
て
、
町
内
の
家
腰
に
あ
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
れ
ば
松

門
と
い
ふ
も
、
元
は
並
松
の
遺
木
友
ら
ん
か
。
然
れ
ど
も
松
門
と
い

ふ
名
に
て
考
ふ
れ
ば
、
金
海
城
下
入
口
た
る
惣
門
の
験
怠
る
ペ
し
。

故
に
上
口
・
下
口
一
附
町
端
に
松
門
と
て
、
往
来
の
雨
脇
に
松
樹
を
植

ゑ
、
若
し
枯
れ
け
る
時
は
植
繕
ぎ
け
る
欝
例
と
は
成
り
た
る
も
の
た

る
べ
し
。
園
初
の
頃
は
惣
門
の
し
る
し
に
松
を
槌
ゑ
て
、
門
の
代
り

に
た
し
置
き
た
る
に
や
。
記
録
に
所
見
た
き
ゅ
ゑ
鮮
か
た
ら
歩
。

。
城
下
惣
門
来
歴

~ r、

て
七
匁
五
分

T 

貞
享
元
年
十
一
月
八
日

吉
野
村
藤
左
衛
門

銀

村

叉

• 
七

任
せ
、
定
り
た
る
規
則
な
き
故
に
‘
彼
の
惣
門
な
ど
も
具
り
し
た
る

ぺ
し
。
五
回
が
醤
藩
に
て
も
、
園
初
と
季
世
と
物
ご
と
異
る
事
多
し
。

さ
れ
ば
園
初
の
頃
は
惣
門
あ
り
し
か
ど
、
中
古
そ
の
門
を
駿
止
し

て
、
惣
門
の
験
に
の
み
松
を
槌
ゑ
て
、
松
門
と
呼
ぴ
た
る
な
ら
ん
か
。

ま
た
園
初
以
来
松
門
と
稀
し
‘
松
樹
あ
る
.
の
み
危
り
し
か
鮮
か
怠
ら

す=。
松

門

橋

金
津
橋
梁
記
に
‘
松
門
の
橋
大
樋
に
有
v
之
。
と
記
載
す
。
大
樋
町
と

の
地
柵
切
な
る
小
橋
也
と
い
へ
り
。
一
設
に
茶
屋
橋
の
事
と
云
ふ
。
但

し
茶
屋
橋
は
別
に
載
せ
た
り
。

。

茶

屋

橋

金
部
橋
梁
記
に
、
茶
屋
橋
大
樋
に
有
'
之
。
と
あ
り
。
此
の
橋
は
春
日

町
の
は
づ
れ
に
て
.
此
の
橋
よ
り
末
を
大
樋
町
と
い
ふ
。
十
二
制
定

内磁
ν

書
に
載
せ
た
る
金
滞
遜
町
筋
町
割
容
に
、
大
橋
口
橋
よ
り
長
井
川
之

橋
迄
百
姓
地
也
。
と
あ
り
。
右
大
樋
口
橋
は
茶
屋
橋
の
事
也
と
ぞ
。

或
は
云
ふ
。
此
の
橋
を
茶
屋
橋
と
呼
べ
る
は
、
橋
爪
に
茶
屋
何
が
し

と
い
ふ
も
の
ふ
る
く
居
住
せ
し
ゅ
ゑ
に
.
橋
名
に
呼
ぺ
り
と
い
へ

h
H
F

。

七




